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第４回 ＥＢＰＭ推進委員会（令和６年９月26日） 

議事要旨 

 

【開催日時】 

令和６年９月26日（木）14時00分～15時00分 

 

【場 所】 

オンライン開催 

 

【出席者】 

（構成員）阪田 渉 内閣官房副長官補（内政担当）を始めとするＥＢＰＭ推進委員

会構成員 

（関係者）各府省会計課長等 

 

【議 事】 

１．各府省における取組紹介 

２．今後の取組の進め方 

３．ＥＢＰＭ推進に係る関係省庁の取組について 

４．会長発言 

 

【議事の経過】 

１．各府省における取組紹介 

防衛省及び法務省から、優良事業改善事例、ＥＢＰＭ人材育成の取組等につい

て、紹介が行われた。（資料１、２） 

 

 ２．今後の取組の進め方 

行政改革推進本部事務局から、今後の取組及び「行政事業レビューシート作成

ガイドブック」について説明が行われた。（資料３、４－１～４－４） 

 

３．ＥＢＰＭ推進に係る関係省庁の取組について 

総務省行政評価局及び総務省政策統括官室から、実証的共同研究、公的統計の

二次的利用について、紹介が行われた。（資料５、６） 

 

４．会長発言 

会長である阪田内閣官房副長官補から発言があった。要旨は以下のとおり。 
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○ 昨年から引き続き、ＥＢＰＭ推進委員会でお伝えしているように、レビューシ

ートにおいて「政策効果の発現経路と目標をロジカルに説明し、事後的にデータ

に基づいて見直す」というごく当たり前のことを着実に行うことを徹底するとい

う方針は変わらないのでよろしくお願いする。 

 

○ １点目。今年度よりレビューシートなどの作成がシステム化され、９月より、

全府省庁のシートが、「行政事業レビュー見える化サイト」で一元的に一般公開

されたところ。今後も「見える化」やデータ利活用について改善方策の検討を進

めていく。各府省庁においても、レビューシートの更なる質の改善に向けて幹部・

管理職が責任を持って取組を継続してほしい。各府省庁の負担軽減につながるよ

う、引き続き行革事務局等からも支援をしていく。 

 

○ ２点目。ＥＢＰＭを各府省庁において継続的な取組とすることで、政策立案の

質を高め、ＰＤＣＡのＡ、事業の改善につなげることが重要である。原課担当者

任せにせず、各府省庁の行政事業レビュー推進チームが積極的に関与して、事業

の改善に向けた自己点検に取り組んでいただきたい。自己点検において、事後的

にデータに基づいて見直すことで、その事業が改善につながっているかが明らか

になり、レビューシートの予算編成過程での活用が進み、予算と政策の質の向上

につながるものと考えている。 

 

○ ３点目。デジタル行財政改革会議の取りまとめにおいてＥＢＰＭの推進を担う

人材の育成が重要であるとされているところ。行革事務局でさらに議論を深める

こととしているが、各府省庁においてはレビューの取組を通じて、幹部が考えて

いる政策目的や課題認識、政策の目指す効果を広く共有することを意識していた

だきたい。これにより、コミュニケーションを活性化し、若手職員がこれまで以

上にやりがいをもって政策立案に参画するプロセスを作っていただきたい。この

ほか、やる気がある若手職員が積極的にＥＢＰＭに取り組むことができる環境を

整えることについても、各府省庁内で徹底してほしい。 

 

以上、３点よろしくお願いする。 

 

以上 


